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オーダーメイド手術ナビゲーションシステムの開発

本研究において開発したオーダーメイド手術ナビゲーションシス
テムの概要を図1に示す． 患者固有のデータに基づいて手術プロ
セスをボリューム像上に再現し， 計画内容を手術中に提示して手
術支援を可能とする技術・製品は国内外において報告例がない． 
本研究期間において， ボリューム可視化や臓器変形・加工シミュ
レーションなどの基本機能（図2, 3）と泌尿器科・整形外科・心臓
血管外科向けの手術支援機能を持った試作システムを完成させ
た． 基本機能及び診療科向け機能の一部を手術支援画像システ

ムとして製品化し， 大学附属病院に納入した． さらに手術ナビゲー
ションへの応用に向け， 磁気センサによって手術時の内視鏡及び
術具の位置・姿勢情報を取得し， 内視鏡映像と同期させて手術中
に医師が必要とする三次元解剖情報や術前計画内容を提示する
ことに成功した． 開発システムはこれまで内視鏡手術において， 脂
肪組織の裏に隠れていた血管を傷つける， 患部の探索に時間を
要するといった状況を改善し， 手術の安全性向上・医師の負担軽
減・手術時間の短縮に貢献することが可能である． 

研究内容，研究成果

三次元医用画像のボリューム可視化と変形や加工表現を提供
する基本機能と泌尿器科向けの機能を実装した手術支援画像シ
ステムはすでに製品化した． 今後は， すでにプロトタイプシステムを
開発済みの整形外科・心臓血管外科向けの機能を同製品に組み
込む予定である． また， 胆肝膵・移植外科や脳外科などの他の診

療科からも共同研究の依頼を受けており， 各分野の専門医と共同
研究を実施し診療科別の高度な手術シミュレーション機能を拡張
する予定である． また， 手術時における内視鏡の位置・姿勢検出装
置と連携し， 従来の内視鏡映像を拡張する新機能の開発に取り組
み， 術前・術中の手術支援を目指したシステムの構築を目指す． 

今後の展開，将来の展望
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終了課題

内視鏡手術等の新たな医療技術が広がりを見せる中， その安全管理と綿密な手術計画が必要不可欠となっている． 本研究
では， 次世代の安全でかつ効率的な医療を実現するオーダーメイド手術ナビゲーションシステムを目的とする． 患者個人の実測
データから構築される人体・臓器モデル上で想定する手術プロセスをシミュレートし， さらに手術時に内視鏡や術具操作と同期し
て計画内容を術者に提示する手術ナビゲーションを可能とする． 本コンセプトを実現する一連のシステムを開発し， 手術計画や
術中支援， インフォームドコンセントへの応用など医師・患者双方のニーズに答える新しい医用システムの製品化を目指す． 

図１ 手術支援画像システム概要図



終了課題

図3 椎骨のボリューム切削と内視鏡ビュー

図2 腎臓・肝臓のボリューム変形
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